
 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 戦前期の日本では、中央官庁の一つであった内務省が出版物の検閲を行っており、全国で出版されたさまざまな 

本が内務省に納本されていました。1937（昭和 12）年頃以降、内務省で検閲業務に用いられた原本の一部が、   

千代田図書館の前身である駿河台図書館をはじめとする市立図書館 4 館に委託されることになりました。当館では、 

これらの資料を「内務省委託本」と呼び、現在約 2,300 冊が確認されています。 

  当館の所蔵する「内務省委託本」は、実際に検閲に使用されたもので、内務省の係官が内容をチェックするために

引いた赤線・青線、出版の可否についてのコメントなどが残されています。発禁本は含まれていませんが、当時どのよう

に検閲が行われていたのかを知ることができるという点で、出版史上貴重な資料です。当レポートでは、「内務省委託

本」の調査研究により明らかとなった新事実について、様々な切り口からご報告いたします。 

 

千代田図書館と医学書 

 千代田区立千代田図書館には約 2300 冊の「内務省委託本」が所蔵されているが、中でも医学

書は 435 冊に及び、その内容は、和漢医学、医学史、基礎医学、臨床医学、そして薬学に関する

ものなど多岐にわたっている。これらの医学書は、千代田図書館所蔵の「内務省委託本」全体の

中で約 20％を占め、その割合の高さは、「内務省委託本」を所蔵する他の図書館（中央区立京橋

図書館、江東区立深川図書館）と比較して突出している。なぜ千代田図書館にこれほど多数の 

医学書が残されているのだろうか。その理由については、千代田図書館の前身である駿河台図書

館をめぐる次の記述が示唆している。 

学生街中心地点に位する同館は、これら学生の

勉学の為め、法制経済並医学書それに次で、

数学、語学等に関する図書を主として蒐集し、

其他一般参考書、辞書類等も広く蒐める等、 

学生図書館としての経営方針を取り、閲覧者の

便宜を図つてゐる。 

『東京市の教育』（東京市役所、昭和 12 年 7 月）より 

 

この記述によれば、学生街に立地するという条件から、駿河台図書館には「学生の勉学」に供す

るよう「法制経済」に関する図書や「医学書」がもっとも多く集められたという。また、『市立図書館と

其事業70号』（東京市立日比谷図書館、昭和12年 4月）にも、委託本について医学書は3館の

うち駿河台図書館に割り当てていることを示す記載がみられる。したがって、千代田図書館所蔵の

「内務省委託本」中に医学書が多数含まれているのは、戦前に内務省から委託される際に、上記

のような「学生図書館」としての性格が考慮された結果であろうと考えられる。合わせて、戦後の 

区立図書館においては文芸書や実用書と比べると医学書の利用は少なく、利用に伴う汚損・破損  
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千代田図書館蔵「内務省委託本」の医学書（一部） 

による除籍が少なかったため、結果的に 435 冊もの医学書が残った、と考えることもできるだろう。 



「一般標準」と「特殊標準」  

さて、このように多数存在する医学書の大部分は、検閲官による書き込みが見られない図書で

あり、特に問題視されることなく検閲を通過したものと考えられる。しかしながら、検閲官による書き

込みが見られる図書も存在する。その多くは、内容に性的な記述や図版が含まれるものである。 

周知のように、戦前は性的な記述や図版に関しては「風俗壊乱」にあたるとして厳しい規制が行わ

れていた。では、そうした検閲は一体どのような基準のもとに行われていたのであろうか。 

そこで参照すべきなのが、当時の出版検閲における「一般標準」と「特殊標準」という二重の  

基準である。この基準は「安寧秩序紊乱」と「風俗壊乱」の双方に存在し、「一般標準」とは全ての

出版物に適用される原則的な基準であり、「特殊標準」とは、「一般標準」に照らせば問題となる 

内容であっても、種々の事情や条件を勘案して不問に付してよいと判断される場合に参照される、

いわば補完的基準である。こうした検閲基準は、出版検閲を担っていた内務省警保局図書課に 

おける内規にあたり、当時一般には知られていないものであった。だが、出版関係者向けに編集さ

れた『新聞・雑誌・書籍 出版に必須な法規解説』（読書新聞社編輯部、昭和 9 年 11 月）は  

「一般標準」と「特殊標準」の内容を紹介しており、その内実を知ることができる。 

「風俗壊乱」についての「一般標準」には、筆頭に「猥褻なる事項」が挙げられ、以下「乱倫なる

事項」「残忍なる事項」「遊里魔窟の紹介にして煽情的なる嫌ある事項」「堕胎の方法を紹介する

事項」が列挙されている。それぞれの項目の内容を紹介すると以下のようになる。 

 

「猥褻なる事項」 

例へば春画淫本の類は其の著しいものである。其の他、性、性欲、性愛等に関する

記述であつて人をして羞恥の情を起こさしむるやうなものは、淫本の程度に至らざる

場合と雖も社会風教に害があること勿論であつて、所謂「エロ」物として取締を要す

るのである。絵画写真に付ても同様であつて、其の陰部を露出したものは春画に 

準じて取締られる。陰部を露出しないものも裸体其の他の絵画や写真で醜悪な 

挑発的な感じを与へるものも亦同様である。 

「乱倫なる事項」 

等しく男女関係の描写であつても姦通や親子兄弟姉妹相通ずるといふが如き人倫

を乱した関係は風教を害する程度に於て著しいものであるから、余程平淡に記述し

てあつて醜悪な感じを与へない様なものでない限りは禁止される。即ち之等は普通

の男女関係に比して余程厳格に風俗壊乱としての処置をとられる。 

「残忍なる事項」 

拷問の状況を詳細に現はした文書や絵画で一読肌に粟を生ぜしむるやうなもの、

醜悪な惨死死体の写真等の如きは其の例である。 

「遊里魔窟の紹介にして煽情的なる嫌ある事項」 

写真や記事にして相当強く好奇心を起さしむるやうなものは前に述べた猥褻なる 

事項に当らなくとも取締を要するとされてゐる。 



「堕胎の方法を紹介する事項」 

堕胎に関する問題は往々にして産児制限の問題と関係して出版物に現はれるが、

産児制限の問題に付ては其の方法が合法的である限り真面目に学術的に説明し

たものは不問に付して居るけれども、通俗的な醜悪な感じを与へるものは前に述べ

た猥褻なる事項に当るものとして取締つて居る。而して産児制限に藉口して堕胎の

方法を示し又は暗示するやうなものは勿論風俗壊乱と認むべきものである。尚ほ 

別にそれが犯罪を煽動するものとして安寧紊乱を認むることも出来る。 

では、このような「一般標準」に対し、「特殊標準」として考慮する必要のあるのはどのような事項

なのか。『新聞・雑誌・書籍 出版に必須な法規解説』では以下の六点を挙げている。 

「出版物の目的」 

「読者の範囲」 

「頒布区域」 

「発行当時の社会状態」 

「不穏ケ所の分量」 

「社会に及ぼす影響力の大小」 

この中で「読者の範囲」の項には、「医学の専門的文章特に産科の書籍や雑誌には此の種の 

写真や図（新井注：陰部を露出したもの）が掲げられて居ても放任される。蓋し斯やうな専門的のも

のは読者の範囲が限られて弊害が比較的少いからである」と医学書への言及がある。この記述が

示唆するように、実際の検閲において、医学書は「特殊標準」の適用対象となる場合が多く、医学

書という図書の特殊性に関わる「読者の範囲」や「出版物の目的」などが相応に考慮されていたと

推察される。 

したがって、医学書に残された検閲の痕跡は、「一般標準」と「特殊標準」という二重の検閲基準

が、実際の検閲現場でどのように運用されていたのかを知るために格好の素材となると考えられる。

以下に、医学書における性的内容に対して行われた実際の検閲の様相をみていきたい。 

 

医学書にみる検閲の実際 

例えば、盤瀬雄一『新撰産科手術学』（改訂増補第 5 版、南山

堂書店、昭和 7 年 1 月）には、見返し部分に「陰部露出 参考」と

いう書き込みが見られ、その近くに検閲を担当した属官の印がある。

本文中、脚を開いた状態で女性外性器が描写されている図版等

に対して、青鉛筆でパーレンや傍線が付されているのを数箇所  

確認することができる。笠森周護『図解産科手術学』（金原商店、

昭和 4 年 4 月）にも『新撰産科手術学』と同様の図版に対して、  

それを囲むように赤鉛筆で丸が付されている。 

 

 

 

『新撰産科手術学』標題紙 
盤瀬雄一著（南山堂書店、1932 年１月） 

千代田図書館所蔵「内務省委託本」 



これらの書き込みは、「一般標準」に則って

女性器を含む図版をチェックしていた事実を

示していると言えるであろうが、これらの図書

は発売頒布禁止等の処分を受けてはいない。

これは「特殊標準」に則って、処分にあたらな

いとの判断が下されたためだろう。つまり、  

医学書における性的内容は、一旦は「一般標

準」に拠って機械的に検閲が行われるが、そ

の後「特殊標準」に拠って不問となり、問題な

く出版がなされるという構図が存在したと考え

られる。検閲そのものは、医学書であるから、

という理由で最初から免除されることはなく 

悉皆的になされ、その段階を経た上でそれ 

ぞれの図書固有の性格に鑑みて判断された

と見るのが妥当であろう。 

 

 

このことを端的に示しているの

が、小鷹利三郎『婦人と経済的

治療法』（樵山堂書店、昭和 11

年 7 月）に残る検閲の跡である。

本書の見返しには、図書課長印、

事務官印、そして検閲官二名の

印が見出されるが、該当箇所の

頁が列挙されるとともに、短い 

コメントが付されている。コメントは

黒ペンで「医界ノ実情ヲ説キ／

婦人疾病ノ療養法ヲ述ブ」（／は

改行を示す、以下同様）と書か

れており、その左には「風俗不問

可然哉」と押印されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『図解産科手術学』 p.153 
笠森周護著（金森商店、1932 年１月） 

千代田図書館所蔵「内務省委託本」 

『婦人と経済的治療法』 見返し 
小鷹利三郎著（樵山堂書店、1936 年 7 月） 

千代田図書館所蔵「内務省委託本」 



 

本文には、以下のような部分に  

検閲官による赤線が引かれている。 

 

然して妊娠可能期間に就ては種々の

学説又は臆説もありますが絶対的の 

ものとてなく、子宮内膜の変化より  

見れば月経と月経との中間とされて 

居るが、常識的に考へて先づ月経後

の本能的に快楽旺盛なる時と見るの

が至当ではありますまいか尤も稀には

月経前に快感を強く覚えるものもある 

（136 頁） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避妊の方法には、手術に依るもの（卵巣の

除去又は卵巣の結紮）薬液其他の手段 

方法に依るもの（座薬法、コンドーム法、 

充填法其他）など種々世上に流布されて

居りますが、未だ完全なる避妊法は発見 

されて居ないのであります。啻に効果なき

のみならず反つて性器乃至精神上に及ぼ

す損害が意外に多大なのであります。何故

と申しますと、避妊と快感は両立しない
、、、、、、、、、、、

、 

之を極言すれば快感を或る
、、、、、

程度まで割引
、、、、、、

せずには如何なる方法手段の避妊法も
、、、、、、、、、、、、、、、、、

 

ない
、、
と云ふことに帰着するのであります。 

（270 頁） 

 

『婦人と経済的治療法』  

（左） p.136、（下） p.270 
小鷹利三郎著（樵山堂書店、1936 年 7 月） 

千代田図書館所蔵「内務省委託本」 



このように、検閲官による赤線が引かれているのは性交や性的快感に関する記述であり、「一般

標準」に従ってチェックしたことが窺える。しかしながら結局、これらの記述は「医界ノ実情ヲ説キ／

婦人疾病ノ療養法ヲ述ブ」目的のためのものであるから「風俗不問可然哉」、すなわち「風俗壊乱」

問題に抵触しないと判断された。 

同様の検閲の痕跡は、茂木蔵之介

『外科診断学 下巻』（南山堂書店、  

昭和 4 年 9 月）にも残されている。この 

図書の見返しには図書課長印、事務官

印、検閲官二名の印が捺され、「一七〇、

一九〇、一九七、一九八／各頁ノ挿画

ハ医学的ノモノ／ナルヲ以テ不問可然

哉」と検閲官によるコメントが赤鉛筆で  

記されている。コメントで言及された頁に

は男性器の描画や写真等が掲載されて

いるが、これらが一旦問題視されても、 

その後「医学的ノモノ」であるとの理由で

「不問可然哉」と判断され検閲を通過し

たことが分かる。 

 

また、『警察医学大系』（学術法政研究

会、昭和 5 年 5 月）も、見返しに図書課長

印、事務官印、検閲官二名の印があり、  

薄く読み取りにくい書き込みだが検閲官に 

よると思われるコメントが見られる。該当  

箇所の頁を示し、その左に「不問可然哉」と

赤鉛筆書きしている。 

本文には以下のような部分に、赤線が引

かれている。 

処女膜トハ膣口ニ緊張スル薄キ膜ニシ

テ、本来ノ形ハ中央ニ丸キ穴ヲ持ツ膜

ナリ。斯ル処女膜ヲ輪状処女膜ト謂フ

然レドモ時ニ変形ノモノアリ。 

（略） 

男子ハ姦淫スレバ射精スルヲ常トス。 

故ニ陰部ニ精液証明シ得、ソノ精液ノ

証明ハ陰部ノ内部ノミナラズ其ノ周囲、

陰毛アルトキハ陰毛・腰巻・襦袢ニ附着

スルコト多シ。 

（63 頁） 

『外科診断学 下巻』 p.170  

茂木蔵之介著（南山堂書店、1929 年 9 月） 

千代田図書館所蔵「内務省委託本」 

『警察医学大系』 p.63  

（学術法政研究会、1930 年 5 月） 

千代田図書館所蔵「内務省委託本」 



陰茎ノ機能ハ、即チ交接時ニ

於テ女性ノ膣内ニ挿入シ運動セ

シメ、ソノ結果一種ノ快感ヲ生ジ、

射精ノ現象ヲ呈スルニ在リ。而シ

テ所謂陰茎ノ勃起作用トハ、此ノ

操作ヲ容易ナラシムル為ニシテ、 

鬱血ニヨル膨張ナリ。 

（67－68 頁） 

 

 

 

このように、検閲官は「一般標準」に

よって男女の性器の構造や機能、 

性交、性的快感をめぐる記述に対して

赤線を付しているが、これらの記述に

対しては「不問可然哉」と判断し、  

検閲を通過させたことが分かる。 

 

おわりに 

このように、医学書がどのように検閲されたのかを見ることで、「一般標準」と「特殊標準」という 

二つの検閲基準が、実際にどのように運用されていたのかを垣間見ることができる。従来、検閲の

基準を文章で知ることはできても、検閲現場におけるその運用実態を知ることは容易ではなかった。

だが、医学書に残る検閲の痕跡がよく示しているように、「内務省委託本」に残された数々の検閲

の跡は、検閲現場の実像に光をあてるものである。実際の検閲業務で使用された検閲原本である

「内務省委託本」を詳細に調査することで、検閲基準の運用の実態をより明らかにできる可能性が

ある。「内務省委託本」はそうした知見が得られる貴重な資料群と言えよう。 
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『警察医学大系』 pp.67-68  

（学術法政研究会、1930 年 5 月） 

千代田図書館所蔵「内務省委託本」 


